9 課文法の説明Explicación de la gramática
１．過去未来．規則変化
（1）過去未来は未来語幹を用いる．語尾は-ía，-ías，-ía，-íamos，-íais，-ían となり，-er 動詞と-ir 動詞の線過去の語尾と同じである．
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（2）過去未来形は基本的に，過去の事についての推量（例文-1）と過去から見て未来の事（例文-2）を表す．他に婉曲的用法（遠回しな表現，ていねいな表現．例文-3）や仮定文の帰結節の用法（例文-4sin ti が条件句である）がある．
1) Cuando he llegado a casa serían las dos de la tarde.

私が家に着いたときは午後の２時だったでしょう．
2) Yo te dije que a esta hora haría la maleta.

私はこの時間にスーツケースの用意をすると言いました．
3) Estás engordando. Deberías hacer más ejercicio.

君は太ってきた．もっと運動をしなければいけないんじゃないか．
4) ¡No sé lo que haría yo sin ti!

君がいなければ僕はどうしたらいいのかわからない！
【語句】engordar［自動］太る；deber［助動］（…する[不定詞]）べきだ；ejercicio［男名］運動．
２．過去未来．不規則変化
未来形で不規則変化をする動詞は過去未来形でも同様に不規則変化となる．語根の延長部は未来の不規則変化形と同じである．
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３．過去未来完了
直説法の過去未来完了はhaber の過去未来＋過去分詞で作る．
haber は延長部のe が消失するタイプなので注意しよう．完了時制なので過去分詞は無変化である．
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過去未来完了は過去に完了した事について「推量」したり，過去から見て未来に完了することを表すとき（例文-1）に用いる．他に婉曲的用法（遠回しな表現，ていねいな表現）や仮定の帰結文の用法（例文-2）がある．
1) Tú me dijiste que a esta hora ya habrías hecho la maleta．
君は僕にこの時間にはスーツケースの用意をしておくと言った．
2) Ayudándome él，habría preparado la mesa antes．
彼が手伝ってくれたなら，食卓の準備を前に終えていることができたのに．
【語句】ayudar［他動］助ける，手伝う；preparar［他動］用意する；mesa［副］食卓；antes［副］前に．
４．再帰動詞
たとえば，levantar［他動］「起こす」は他動詞構文で，次のように使われる．
Te levanto． 「私は君を起こす」
Me levantas． 「君は私を起こす」
Las levanto． 「私は彼女たちを起こす」
一方，次のような構文もある．
Me levanto．
Te levantas．
このように目的語の代名詞と動詞が人称・数において一致した動詞を再帰動詞とよぶ．そして再帰動詞の代名詞を再帰代名詞とよぶ．この場合意味は「起こす」という他動詞ではなくて，「起きる」という自動詞に変わる．この動詞の現在の活用形は次のよう
になる．
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再帰代名詞は1 人称と2 人称では弱勢代名詞（目的語の代名詞）と同じ形になるが，3 人称では単数でも複数でもse という形になる．（☆Le levanta．と言うと再帰動詞ではなく，他動詞の構文で「彼は彼（別の人）を起こす」という意味になる．）

不定詞もse の形でこれらの代名詞を代表する．（☆se は間接目的語の3 人称の代名詞の別形としても使われるので注意しよう．Se lo doy．「私は彼にそれをあげる」．）
再帰動詞は他動詞から自動詞に変わるだけでなく，次のような
様々な意味になりうる．
１）直接再帰と間接再帰
これらはとくに意味の変化がなくて，代名詞の部分も「自分」という意味が残っている．例文-1 では「（自分を）見る」，例文-2では「（自分に→自分の）顔を洗う」という意味になる．
1）Mi hermana se miraba en el espejo.

私の姉は鏡で自分を見ていた．
2）¿Te has lavado la cara?

君は顔を洗った？
２）相互
複数形で用いられ，「お互いに」という意味になる．
Últimamente nos comunicamos por el correo electrónico.

最近は私たちはE-mail で連絡しあっている．
【語句】Últimamente［副］最近，このごろ，comunicar ［他動］…に通信する，連絡する，por［前］…によって，correo electrónico［男名］E-mail．
３）自動詞化
他動詞が自動詞に変わる．poner は「…という状態にする」という意味だが，これも再帰代名詞がつくと「…という状態になる」という意味になる．
Juan se pone nerviosa.

フアンはいらいらする．
４）意味の変化
再帰代名詞がつくと，意味が変化する動詞がある．たとえば，marchar は「行進する」という意味だが，marcharse では「立ち去る」という意味になる．
Ya me marcho dentro de poco.

私はもうすぐ出発します．
５）再帰形でのみ用いられる動詞
少数だが再帰形でのみ用いられる動詞がある．例: quejarse「不定を言う」．
¿De qué te quejas? －De nada.

何が不満なの？－何も．
６）受動態
他動詞構文の直接目的語が主語に変わり受動態の文になる．次の文の受動態の主語はsellos y monedas である．この用法の主語は「物」に限られ，3 人称だけである．
En la Plaza Mayor se venden sellos y monedas.

マヨール広場では切手やコインが売られています．
【語句】Plaza Mayor［固有名］マヨール広場；vender［他動］売る；sello［男名］切手；moneda［女名］コイン．
７）不定主語
se が不定の一般人称の主語となる．「人は」と訳せる場合もあるが，むしろ日本語では主語を出さないほうがよい．この用法は3人称単数に限られる．
¿Cuánto se tarda de aquí a la estación?

ここから駅まで時間はどのくらいかかりますか？
【語句】cuánto［副］どれほど；tardaｒ［自動］（時間が）かかる；aquí［副］
ここ；estación［女名］駅．
５．ser を使う受動態
スペイン語では受動態は再帰動詞が使われる場合（再帰受動態とよぶ）と，ser＋過去分詞（ser 受動態とよぶ）が使われる場合がある．再帰受動態は行為者をとくに意識しないで「…される」と訳され，一般的な内容になる．一方，ser 受動態では行為者がpor「…によって」という前置詞で表現されたり，また表現されなくても一般的な事実ではなく主語に特有な事実，個別的な出来事をさす．なお，ser 受動態の過去分詞は主語にあわせて性・数が変化する．
Este edificio fue construido hace treinta años.

この建物は30 年前に建てられました．

La voluntad del pueblo debe ser respetada.

国民の意志は尊重されなければならない．

【語句】edificio［男名］建物；construir［他動］建設する；hace< hacer［他動］…前に（☆前置詞のように用いる）；año［男名］年；voluntad［女名］意志；deber［助動］…しなければならない；respetar［他動］尊重する．
